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1． 序論 
近年，環境問題として，二酸化炭素の排出が重要な問題になっている．温室効果ガス

である二酸化炭素の排出による地球温暖化，化石燃料を消費することによるエネルギー

の枯渇問題である．そこで本研究では，二酸化炭素を水素とともにプラズマで分解し，

再結合させることで，二酸化炭素を再利用可能なメタンへと変換し，二酸化炭素を減ら

し，再びメタンとしてのエネルギー源に蘇らせることを目的として実験を行っている

[1][2]．今回は，放電の電流と電圧に着目して実験を行った． 
2． 実験 

実験では H2と CO2混合ガスにパルス電圧を印加し，プラズマを生成した．放電間距

離，放電電流，放電電圧などのパラメータを変化させて実験を行った． 
実験の結果は，反応後の排ガスを FTIR を用いて解析した． 

3． 結果 
H2と CO2を混合放電させ，実験を行った結果，放電後の FTIR スペクトルにはメタ

ンのピークが検出され，メタンが生成されたことが分かった．また，この実験での主な

生成物は CH4 と CO であった．流量、ガス流量等のパラメータを変えることで，生成

量が変化した．今回の実験では，放電の電圧と電流に着目し，メタン生成に対する依存

性について明らかにした．結果は二酸化炭素の分解率α [%]，メタンの選択率をβ [%]，
投入エネルギーに対するメタンの収量をγ [L/kWh]としてまとめた．αは放電電流に

βは放電電圧に強く依存していることが分かった．投入する電力とγ値との関係が明ら

かになった．  
4． まとめ 

水素と二酸化炭素を混合して放電することで，二酸化炭素を分解し，メタンが生成

できることがわかった．主な副生成物として一酸化炭素を検出した．放電条件による

メタン生成の依存性を明らかにした．  
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